
気持ちよく晴れ渡った青空と共に夏がやってきました。子どもたちは、汗をかきながら元気に走り回って遊

んでいます。夏の疲れが残らないよう、規則正しい生活を心がけ、たくさん遊びましょう。

発達支援センターでは毎月“発達教育”という冊子を取り寄せています。センター入口に置いていますので、

時間があるときにぜひ手に取ってご覧ください。今月のおたよりではその中から抜粋してお伝えいたします。

今回は、自分の体の位置や姿勢、どのぐらい力が入っているかを感じるために重要な感覚である“固有覚”についてお伝

えします。普段は意識しにくい感覚ですが、他の感覚器と協働しながら以下のようなことに関与しています。

◎体の動きや位置を把握する

箱を持ち上げるときにどのぐらい力を入れると持てるのか、重さや筋の動きを感じ取りながら、私たちは無意識に力を調

整しています。階段昇降も一段ずつ高さや位置を考えなくても昇り降りができるのは、“固有覚”の働きがあるためです。

◎姿勢を整える

じっと座っているときも、お尻の下や足の裏、床や椅子と接している部分の重さや圧を感じています。動いているときで

はなく止まっているときも、固有覚は常に動き、情報を脳に届けています。

◎力のコントロール

ボールを投げる、卵を割る、人の肩を軽く叩くなど、私たちは場面に応じて力を細かく変えています。子どもの中には感

覚の受け取りや調整が難しく周囲から「乱暴」と見える動きになる場合もあります。

◎情動のコントロール

他の感覚と協働しながら情動調整にも関わっています。前庭覚や体の感覚入力が情動調整を支えること、運動がストレス

反応系に作用し、ホルモン調整に関与することが報告されています。

上記内容を踏まえて、日常生活に取り入れられるお手伝いや遊びを紹介します。お手伝いでは、周りの人から「ありがと

う」と感謝されることでやる気が増します。身体的な効果だけでなく、自己有能感や意欲など心理的な影響にとても重要で

す。

さいごに、ただ体を動かして遊んでいるだけと思われる方も多いかと思いますが、この感覚は子どもにとって動きや発達

を支える大切な感覚です。遊びの場面だけでなく、生活の場面でもこのような感覚を必要とする場面がたくさんあります。

おうちでも体を動かしたり、姿勢を保ったりする遊びを保護者の人と一緒に楽しんでみてくださいね♪
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◎みずやり

→ジョウロに水を汲んで持ち運び、水

を撒く

水がこぼれないように容器を水平

に保って持ったり、水を巻く際も、腕

の角度や力の入れ具合でジョウロの

傾きを調整して行うことができます。

◎おままごとあそびや

食事のとりわけ

→トングで挟んで取り分ける

腕をどの位置で固定して、どのぐら

い力を入れたらいいのかを意識する

練習になります。

◎ぞうきんがけ

→両腕・両足で体を支えるためにハ

イハイの姿勢が必要になります。腕

を大きく使う窓ガラス拭き、手首を

ひねる筋肉の使い方を覚える雑巾

絞りも◎。

遊びとして取り入れる場合は、テ

ーブルや椅子の下をくぐるコース

に設定するとさらに楽しんでお手

伝いをしてくれるでしょう。
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